







































































































































告されている代表的な動物は hyt マウス，cog マウスおよ
び rdwラットが知られている。著者が研究で用いた rdw
ラットはWistar-Imamichi 系のクローズドコロニーから発

























できる。4- メチル -2- チオウラシルの 0.03% 水溶液を作製
し，成熟雄ラットに飲水投与し，チオウラシル投与後 1，





し，チオウラシル投与後 14 日から 2週間（チオウラシル






















































図 1．　 チオウラシル投与 1，2，3 および 4週間後の血中
T3 （a），T4 （b） およびTSH （c） 濃度変化。甲状腺
機能低下群 （●） は 0.03% の 4-methyl-2-thiouracil
を飲水投与し，対照群（○）には水道水を与えた。
データは平均値±標準誤差で示し，＊は対照群と






























の 4-methyl-2-thiouracil を 4 週間飲水投与することにより誘導した。T4 処置はチオウラシル投与 2週間
後から開始し 5 µg の T4 を 2 週間毎日腹腔内投与した。データは平均値±標準誤差で示し，＊は対照群
との有意差を示す（one-way ANOVA followed by Fisher’s PLSD test）。
図 3．　 ACTH10 µg（a）および 100 µg（b）の静脈内投
与後のコルチコステロン分泌反応。甲状腺機能低
下群 （●） は 0.03% の 4-methyl-2-thiouracil を 2 週
間飲水投与し，対照群（○）には水道水を与えた。
データは平均値±標準誤差で示し，＊は対照群と





















































図 4．　 CRH1 µg（a），CRH10 µg（b），AVP0.1 µg（c）およびAVP1 µg（d）の静脈内投与後のACTH分泌反
応。甲状腺機能低下群（●）は 0.03% の 4-methyl-2-thiouracil を 2 週間飲水投与し，対照群（○）には
水道水を与えた。データは平均値±標準誤差で示し，＊は対照群との有意差を示す（two-way ANOVA 






の 1 つとして CRH の存在が広く認識されている34, 35）。






































図 5．　 CRH （a） およびAVP （b） の in vivo での放出。push-
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